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臓器病理学

教　授 :
（病院病理部に出向中）

人体病理学 : 特に腎・泌尿

器の病理，移植臓器の病理

教　授 :
（病院病理部に出向中）

人体病理学 : 特に軟部腫

瘍・産婦人科の病理

准教授 :
（病院病理部に出向中）

人体病理学 : 特に肺・心の

病理

准教授 : 鈴木　正章　　人体病理学 : 特に泌尿生殖

器・腎細胞癌・乳癌の病理

准教授 :
（病院病理部に出向中）

人体病理学 : 特に消化管の

病理

講　師 : 千葉　　諭　　人体病理学 : 特に肝・骨髄・

循環・膵・胎生形態学の病

理

講　師 : 菊地　　泰　　実験病理学および分子病理

学 : 特に腫瘍学

講　師 :
（病院病理部に出向中）

人体病理学 : 特に骨軟部腫

瘍・リンパ節の病理診断学

講　師 : 鷹橋　浩幸　　泌尿生殖器の分子病理学と

診断学

講　師 : 清川　貴子　　外科病理学 : 特に婦人科の

病理，細胞診断学

講　師 :
（病院病理部に出向中）

外科病理学 : 特に婦人科の

病理

講　師 :
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人体病理学 : 特に腎組織病

理

講　師 :
（病院病理部に出向中）

人体病理学 : 特に肺腫瘍，

臓器の基本構築

　教育・研究概要

I.　肝臓に関する研究
　1.　これまでの研究結果から，慢性肝炎から肝硬

変に至る肝小葉の改築過程は，正常の安定構造から，

傷害により構造の不安定化が生じ，そこより安定化

を求め再生結節形成に行き着いたと考えられる。生

物という熱力学的非平衡系における，「自己形成」

から捉えられる事がわかった。

　2.　ヒト肝の光顕ブロックから連続切片を作成

し，その再構築の観察から，アルコール性肝炎から

肝硬変に至る形態変容を理解するには，機軸として

正常肝の正確な認識を要する。動脈系の検索を終え，

現在は肝リンパ管を追求している。

　3.　解剖例を用いた肝臓組織の胆管の経年変化の
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消長についてポイントカウンティングを用いて検討

した。

II.　腎に関する研究
　1.　腎細胞癌 : 腎癌取扱規約にそって所見をと

り，症例の集積をしている。特に規約の stage 分類

に変更があったので，今までの症例の再評価を行っ

ている。

　2.　腎尿細管進行性病変 : 過形成・異形成・腺腫

例が教室に約 150 病変ファイルされている。これら

の臨床病理学的・組織学的検討を行った。

　3.　腎臓の炎症性偽腫瘍症例を経験した。形質細

胞浸潤を伴う肉芽，巨細胞性肉芽腫からなり，真菌，

抗酸菌を検出した。また，IgG4 陽性細胞の増加が

みられた。

　4.　我が国での後向き多施設共同研究 : 全国大学

病院，腎専門施設を中心とした厚生労働科学研究費

進行性腎障害に関する調査研究班を母体とし，内科・

小児科 287 症例を対象に解析した。臨床と病理情報

の相関性ならびに各病変の臨床予後への影響を後向

きに統計解析し，IgA腎症を構成する病理パラメー

タの予後予測因子としての役割に関する実証的な

データを出すことにより，エヴィデンスに基づく組

織学的重症度分類を完成させた。

　5.　IgA腎症国際組織分類委員会の成果 : 世界各

国から収集された総計 265 症例を，18 人の腎病理

医が診断しその臨床病理情報を解析した結果が

2008 年の第 2回国際組織分類委員会で検討された。

このエヴィデンスに基づいた IgA腎症の組織学的

分類が誌上発表される。

　6.　政策医療ネットワーク共同研究 : 腎疾患治療

指針に役立つ病理診断基準作成とその腎ネットワー

ク内での標準化についての研究。政策医療腎ネット

ワークにより，過去 4年間にわたり 1,600 件の腎生

検ガラス標本と臨床情報が送付され，腎病理専門医

による確認のもとに臨床・病理情報が共通の基準で

蓄積された。これを基盤に，腎生検からみた各種腎

疾患の全国縦断的頻度分布，年代別分布，臨床診断

と病因・病型病理診断との対応，慢性腎臓病（CKD）

病期の頻度，層別化蛋白尿頻度について，我が国の

腎生検病理診断統計に関する具体的な数値を得るこ

とができた。

　7.　妊娠高血圧性腎症 : 19 例の組織学的解析で血

栓性微小血管症や巣状糸球体硬化症がみられ，髄放

線部障害を伴い，腎血管性高血圧症との関連が示唆

された。

　8.　腎臓に発生する希な軟部腫瘍（腎の angio- 

sarcoma ,  腎の pigmented perivascular epithelioid 

cell tumor）について詳細に検討した。

III.　消化管に関する研究
　食道 : 外科的に切除された食道表在癌を用いて，

食道表在癌におけるリンパ節転移の危険因子につい

て検索した。特に脈管侵襲を特殊染色により，正確

に同定したことが特色である。他の因子と共に多変

量解析を行った結果，リンパ節転移と最も関係の深

かった因子は，大腸癌と同様脈管侵襲であった。

IV.　産婦人科に関する研究
　1.　卵巣の経年性変化 : 組織計測的手法を用いて

卵巣の経年性変化について検討した。卵巣は 30 歳

以後から萎縮を始め，閉経期以後高度の委縮を示し，

委縮の本体は髄質であることを明らかにした。

　2.　Ovarian atypical endometriosis と malig-

nant ovarian tumor との関係について，また子宮

の cotyledenoid dissecting leiomyoma について臨

床病理学的検討を行った。

V.　泌尿生殖器に関する研究
　前立腺癌に関する臨床病理学的研究では，これま

での研究結果をまとめ，総説を主とする論文にまと

めた。分子病理学的研究では，微小前立腺癌から臨

床癌さらには転移癌へと進展する過程での染色体

LOH解析を行い，包括的な結論を得た。

VI.　呼吸器に関する研究
　1956～2005 年に蓄積された 787 例の肺癌剖検症

例を用い，原発性肺癌の臓器転移の実態を解明する

べく解析を行った。現在，肺癌においては化学療法

適応評価が，診断業務上日常化しつつある。アジア・

女性・非喫煙者・腺癌に対して，イレッサ（ゲフニ

チブ）の効果が証明されつつあり，その際EGFR

遺伝子の検索が重要となっている。これに対する準

備を検討中である。

VII.　そ の 他
　1.　「相変化ナノ液滴を用いる超音波診断・治療

統合システム」のNEDO研究班において安全性，

治療効果に使用された実験動物の（ネズミ，ウサギ）

の組織学的評価を行った。ナノ滴を投与し，治療用

超音波を照射した肝臓には，軽度から高度までの 4

段階の傷害がみられることを明らかにした。

　2.　癌の発生・進展に関連する責任遺伝子の検索 :

癌の発生・進展に関連する責任癌抑制遺伝子を検索
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する目的で，実際に人体内に発生した肝癌や肝癌組

織を対象とし，顕微鏡下で癌部，非癌部組織細胞と

の違いを形態学的に観察する。そして，分子生物学

的手法により，癌細胞と正常細胞の間に染色体上或

いは遺伝子上の違いを比較検討することで，関連遺

伝子を見出すことが可能と考え検索解析を行ってい

る。

　「点検・評価」
　スタッフおよび基本的業務 : 業務は教育，研究，

診断業務である。講座は主として教育，病院病理部

は主として病理診断業務を担っているが，この基本

的役割分担は変わらない。平成 20 年 4 月時点で，

講座から本院病理部に助教 1 人，分院病理部から講

座に講師 1 人，助教 1 人，本院病理部から分院病理

部に助教 1 人，出張病院から分院病理部に講師 1 人

が，それぞれ異動した。この結果平成 20 年度の病

理学講座は，教授 1 人，准教授 1 人，講師 4 人，助

教 2 人，本院病理部は准教授 1，講師 2，助教 2 の

スタッフでスタートした。分院病理部の陣容は昨年

度と同様であった。その後平成 20 年 1 月に講座の

講師 1 人が，および 3 月に病院病理部の講師 1 人が

退職した。病理部，講座ともに欠員を生じている状

態であるが，そのため昨年度から引き続き講座のス

タッフが本院病理部に診断業務のバックアップに入

り，土曜日も 3 週に 1 回講座が担当し応援している。

昨年度のからの病理医不足が解決されないままに推

移しているという状態である。これは病理医を希望

する新人医師が少ないためであり，全国的な傾向で

私どもだけの特殊事情ではないことは昨年度も記し

た。幸いなことに 2 年目の初期研修医一人が入局を

希望して，病院病理部で研修を行ったことは大きな

希望である。

　教育 : 基本的に昨年度と変わらない。座講につい

ては，3 年生コース臨床基礎医学Ⅰ，4 年生コース

臨床医学Ⅰを中心に病理学関連科目の講義が行われ

た。前者では主に病因病態，炎症，代謝，腫瘍など

のユニットで病理学を教え，疾病の基本的成り立ち

について理解してもらう様に努めた。臨床医学Ⅰは

臓器別疾患となるが，各ユニット内で，疾患の病理

学的側面について講義した。多くのユニットに参加

しており，病理に課せられた責務を果たしている。

演習，実習関係では大きなものとして，3 年ユニッ

ト病理学総論実習，4 年ユニット病理学各論実習が

ある。3 年生については週 1 回，4 月　7 月と昨年

度と変わらなかったが，後者についてはコマ数が

23 回から 19 回に大幅に減少，5 月にスタートし 11

月に終了した。このコマ数の減少に対しては実習対

象疾患を代表的なものに絞りこむことで対応した

が，皮膚病理などは割愛せざるを得なかった。実習

形式に関しては従来の形式を踏襲，本年も学生をグ

ループ分けして指導する方式を採った。昨年度から

導入したスケッチを毎回回収しその都度評価すると

いう形式によって，ややもすると雰囲気が緩みがち

となる実習に，適度な緊張感を持たらすという良い

効果が得られた。その他，3 年症候学演習，研究室

配属，選択実習にも参加した。選択実習では 4 フェー

ズに亘って学生がきており，例年通りに Kursus を

中心に行われた。CPC については，本年度より研

修医を対象とする CPC に学生が参加するという形

式に変わったており，3 年生から 6 年生までが参加

している。

　病理診断業務および病理解剖 : 病院病理部では，

病院から発生するこれらの業務を毎日行って，年々

回答に対する要求度が増大する臨床のニーズに応え

ている。前述のように人員不足の中で病理部，講座

の皆が協力して，大過なく業務が進められてきたこ

とは評価されて良い。講座でも教室員が分担して委

託研究の病理診断業務を行っている。病理解剖の数

は 100 体を下回って大分経つが，回復の傾向は見ら

れない。病理解剖の重要性を鑑みるに臨床医，特に

指導者の奮起を促したい。なお医療関連死に関する

モデル事業関連の解剖も行われた。

　研究 : 病理学講座・病院病理部は，本学の伝統で

ある人体病理を中心に研究活動を行なっており，適

宜分子病理も取り入れている。診断業務や教育など

の日常業務に時間がとられその分研究時間が圧迫さ

れるということが常態化しつつあることに本年も変

わりがなかった。時間をかけてじっくり取り組む基

礎的研究をするのが容易でなくなってきている。日

常業務と研究のバランスがうまく取れるようにする

ためには，如何に優れた病理医を育成するかに掛っ

ている。
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ウ イ ル ス 学 講 座

教　授 : 近藤　一博　　ウイルス学，分子生物学

助　教 : 鎌田美乃里　　ウイルス学，血液学

助　教 : 嶋田　和也　　ウイルス学，分子生物学

　教育・研究概要

I.　教育概要
　1.　医学科講義・実習

　3 年時学生の「ウイルスと感染」の講義を 16 コ

マ担当し，ウイルス学の基礎とウイルスと関係する

疾患の基礎的な理解のための講義を行なった。実習

は，5 コマの実習を行なった。講義 実習ともに，

将来，医師としてウイルス感染症に対処できるため

の基礎を学習するとともに，医学者として，原因不

明の疾患の研究，新しい感染症の出現，ウイルスを

利用した医療に対応できる基礎力をつけられる様に

配慮した。

　2.　看護学科講義

　ウイルス学の講義を 6 コマ担当した。

　3.　看護学校講義

　慈恵看護専門学校においてウイルス学の講義を

16 コマ担当した。

II.　研究概要
　講座の研究テーマは，ヘルペスウイルスが関係す

ると思われる慢性難治性疾患の研究や，ヘルペスウ

イルスベクターの開発など，臨床応用を見据えた基

礎研究を中心に行なっている。具体的な研究テーマ

は以下のとおりである。

　1.　ヒトヘルペスウイルス 6（HHV-6）感染と

疲労との関係に関する研究

　疲労の蓄積は様々な疾患の引き金になるだけでな

く，過労死を引き起こすこともまれではない。この

様な障害を生じないためには，「疲れたら休む」こ

とが最も良い解決法であり，疲労を感じる感覚であ

る「疲労感」は，痛み，発熱，眠気と同様に生体を

守る大切なシグナルである。ところが，「疲労感」

は比較的曖昧な感覚で，報酬や達成感といった要素

によって減殺されてしまう他，人によって疲労を感

じる度合いには大きな差がある。この様な問題を解

決するためには，疲労のメカニズムを解明して，疲

労を客観的に定量，評価することが必要である。し

かし，現在のところ「疲労」が生じる機序や，人が

「疲労」を感じる機序など，疲労のメカニズムに関

しては，ほとんど判っていない。最近，疲労の原因
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